
○特種用途車の税率について

１．個別の税率が定められているもの

２．個別の税率が定められていないもの　(※車いす移動車、クレーン車など）

　

（例）車いす移動車（乗車定員５名、積載なし）の税率はどのようになりますか。

→乗用車税率となります。なお、医療法人が使用する場合など、条件を満たせば減免を受けられる場合があります。

（乗用車税率となる理由：個別の税率が定められておらず、積載がなく、主たる用途が人の運送の用に供し、乗車定員が１０名以下のため）

※上記で判断できない場合、車体の現況や排ガスコードによる車両の諸元等で税率を判断する場合があります。

※令和元年１０月１日以降に自動車の新規登録・転入を伴う移転登録による自動車税種別割の納税義務の発生及び用途等の変更により適用すべ

き自動車税種別割の税率に異動があった場合に適用します。なお、令和元年９月３０日までに発生している納税義務に対する適用税率は従前の

例によります。

個別の税率が定めら

れているもの

被けん引車

(トレーラ)
被けん引車税率

キャンピング車 キャンピング税率

霊柩車 霊柩車税率

けん引車（トラクタ） けん引車税率

小型三輪 小型三輪税率

個別の税率が定められていない

もの

積載のあるもの

乗車定員４名以

上
貨客兼用車税率

乗車定員３名以

下
トラック税率

積載のないもの

車検証の｢車体の形状｣等による主たる

用途が人の運送の用に供する自動車

乗車定員１０名

以下
乗用車税率

乗用定員１１名

以上
バス税率

車検証の｢車体の形状｣等による主たる

用途が貨物の運送の用に供する自動車

乗車定員４名以

上

貨客兼用車税率

（１ｔ以下）

乗車定員３名以

下

トラック税率

（１ｔ以下）


